
ほけんだより
いよいよ夏本番です。さわやかな青空を見ると、

子どもたちたちは外で思いっきり遊びたくなること
でしょう。しかし、この時期に注意してほしいのが
熱中症です。｢頭が痛い､気持が悪い、体がだるいな｣
と感じる前の予防が大切です。こまめな水分補給や
休憩を上手にとりながら元気に夏を過ごしましょう。

埼玉県感染症流行状況
埼玉県衛生研究所感染症情報センターのホ－ムページによると、埼玉県では

現在、RSウイルス感染症とヘンルパンギーナが流行しているとのことです。

RSウイルス感染症は、RSウイルスによる呼吸器の感染症で、重症になると気

管支炎や肺炎を発症します。ヘルパンギーナは、コクサッキーウイルスA群が原

因で起こる夏かぜの一種です。今まで同様、手洗いの徹底と換気に気をつけて

予防してください。

保護者の方へ ～健康診断結果と夏休みの生活について～
子供たちが楽しみにしている夏休みはもうすぐです。

いろいろな楽しい計画を立てていることと思います。

そこで、この４月から実施した健康診断結果の「見直

し」をお願いします。受診、再検査の必要があるお子

さんには、すでにお知らせを配布しています。この休

みを利用して、なるべく早めに医療機関にて行ってい

ただくようお願いします。

あわせて、夏休み中は生活のリズムが変化したり、厳しい暑さ

もあったりして体調を崩しやすくなります。体力が落ちて、思わ

ぬけがをしたり、感染症にかかったりすることがあります。「体

調管理」の面からも、しっかり意識しながら過ごしていただけれ

ばと思います。


